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1.  平成23年3月期第3四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第3四半期 53,717 2.7 163 △92.8 △95 ― △321 ―
22年3月期第3四半期 52,307 △10.7 2,279 ― 2,029 ― 795 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第3四半期 △6.62 ―
22年3月期第3四半期 16.39 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第3四半期 67,010 17,821 26.2 361.13
22年3月期 76,534 18,353 23.7 372.95

（参考） 自己資本   23年3月期第3四半期  17,532百万円 22年3月期  18,108百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無   

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― ― ― 3.00 3.00
23年3月期 ― ― ―
23年3月期 

（予想）
3.00 3.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 94,000 △10.1 2,100 △66.4 1,500 △74.5 700 △74.7 14.47



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取
引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想のご利用にあたっては、四半期決算短信【添付資料】３ページ「業績予想に関
する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】４ページ「その他」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期3Q 52,200,239株 22年3月期  52,200,239株
② 期末自己株式数 23年3月期3Q  3,650,574株 22年3月期  3,645,082株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期3Q 48,553,728株 22年3月期3Q 48,525,752株
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当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、輸出が拡大したことや、家電・自動車を中心とし

た個人消費が伸びたことから全体として改善してきました。しかしながら欧米の景気回復懸念や急激な

円高の進行により、今後の景気回復に対する不透明感が急速に強まりつつあります。 

 当社グループの主要事業であります道路建設業界におきましては、民間設備投資等は下げ止まりつつ

あるものの、公共事業は減少傾向が続き、受注競争は一段と激化し、経営環境は依然として厳しい状況

のもと推移いたしました。 

このような状況下におきまして、当社グループの当第３四半期連結累計期間における受注高は、

68,009百万円(前年同期68,526百万円)となり、売上高は53,717百万円(前年同期52,307百万円)となりま

した。 

損益につきましては、営業利益は163百万円（前年同期営業利益2,279百万円）、経常損失は95百万円

（前年同期経常利益2,029百万円）、四半期純損失は321百万円（前年同期四半期純利益795百万円）と

なりました。 

セグメント別の業績は次のとおりであります。 

（建設事業）  

公共事業の減少が続くなか、官公庁工事の受注高の減少が主な要因により、受注高は43,723百万円と

なりました。完成工事高は29,430百万円となり、営業損失は797百万円となりました。 

（建設材料等の製造販売・環境事業等）  

売上高24,286百万円、営業利益は1,966百万円となりました。  

  

①財政状態の分析 

（資産） 

流動資産は、未成工事支出金等の増加はあったものの、現金預金、受取手形・完成工事未収入金等の

減少により、前連結会計年度末に比べ9,232百万円減少し、46,384百万円となりました。 

固定資産は、前連結会計年度末に比べ291百万円減少し、20,626百万円となりました。 

この結果、総資産は、前連結会計年度末に比べ9,524百万円減少し、67,010百万円となりました。 

（負債） 

流動負債は、未成工事受入金は増加いたしましたが、支払手形・工事未払金等の減少により、前連結

会計年度末に比べ9,482百万円減少し、38,696百万円となりました。 

固定負債は、長期借入金の増加により、前連結会計年度末に比べ490百万円増加し、10,493百万円と

なりました。 

この結果、負債合計は、前連結会計年度末に比べ8,992百万円減少し、49,189百万円となりました。 

（純資産） 

純資産合計は、利益剰余金の減少により、前連結会計年度末に比べ532百万円減少し、17,821百万円

となりました。 

  

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報

(2) 連結財政状態に関する定性的情報
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②キャッシュ・フローの状況 

当第３四半期連結累計期間におけるキャッシュ・フローの状況とその要因は、次のとおりでありま

す。  

営業活動によるキャッシュ・フローでは、売掛債権の減少及び未成工事受入金の増加等により、278

百万円の収入となりました。  

投資活動によるキャッシュ・フローでは、有形固定資産の取得による支出等により、780百万円の支

出となりました。  

財務活動によるキャッシュ・フローでは、短期・長期借入金の返済及び配当金の支払等により、

1,290百万円の支出となりました。 

当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、8,531百万円となりました。 

  

 平成22年5月13日に発表いたしました通期の業績予想に変更はありません。今後、何らかの変化が

ある場合は適切に開示してまいります。 

  

  

  

(3) 連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。  

  

（簡便な会計処理）  

１.棚卸資産の評価方法  

棚卸資産の簿価の切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を

見積り、簿価切下げを行う方法によっております。 

２.法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法  

法人税等の納付金額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定

する方法によっております。 

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時

差異等の発生状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用した将来の

業績予測やタックス・プランニングを利用する方法によっております。 

３.固定資産の減価償却費の算定方法  

定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算出

する方法によっております。 

４.連結会社相互間の債権債務及び取引の相殺消去 

  連結会社相互間の債権と債務の相殺消去 

当該債権と債務の額に差異が見られる場合には、合理的な範囲内で当該差異の調整を行わないで

債権と債務を相殺消去しております。 

  連結会社相互間の取引の相殺消去 

取引金額に差異がある場合で当該差異の重要性が乏しいときには、親会社の金額に合わせる方法

により相殺消去しております。 

（特有の会計処理）  

 該当事項はありません。 

  

（資産除去債務に関する会計基準の適用）  

当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」(企業会計基準第18号 平成20

年３月31日)及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第21号 平成

20年３月31日)を適用しております。 

これにより、営業利益は3百万円減少し、経常損失は3百万円増加し、税金等調整前四半期純損失は

69百万円増加しております。また、当会計基準等の適用開始時における資産除去債務の計上額は83百

万円であります。 

2. その他の情報

(1) 重要な子会社の異動の概要

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要
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（表示方法の変更）  

 １．「連結財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第22号 平成20年12月26日)に基づく「財務

諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日 

内閣府令第５号)の適用により、当第３四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純損

失」の科目で表示しております。 

 ２．前第３四半期連結累計期間において、営業外費用「その他」に含めて表示しておりました「金

融手数料」(前第３四半期連結累計期間102百万円）は、重要性が増したため、区分掲記しておりま

す。 
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3. 四半期連結財務諸表 
(1) 四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金預金 8,531 10,324

受取手形・完成工事未収入金等 18,362 34,500

未成工事支出金 14,670 6,244

販売用不動産 80 155

商品及び製品 954 616

仕掛品 411 341

材料貯蔵品 709 734

繰延税金資産 868 703

その他 2,256 2,601

貸倒引当金 △460 △604

流動資産合計 46,384 55,617

固定資産   

有形固定資産   

建物・構築物（純額） 2,744 2,885

機械・運搬具（純額） 1,893 2,004

土地 12,859 12,866

リース資産（純額） 185 114

建設仮勘定 3 28

その他（純額） 128 138

有形固定資産計 17,815 18,038

無形固定資産 152 169

投資その他の資産   

投資有価証券 938 940

長期貸付金 1,531 1,554

繰延税金資産 267 257

その他 1,031 1,130

貸倒引当金 △1,111 △1,173

投資その他の資産計 2,658 2,709

固定資産合計 20,626 20,917

資産合計 67,010 76,534
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（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形・工事未払金等 18,208 27,299

短期借入金 9,746 11,462

1年内償還予定の社債 657 557

未払法人税等 283 2,033

未成工事受入金 7,418 3,723

完成工事補償引当金 109 108

工事損失引当金 608 379

リース資産減損勘定 － 22

その他 1,665 2,592

流動負債合計 38,696 48,179

固定負債   

社債 1,480 1,559

長期借入金 5,475 4,791

繰延税金負債 124 103

再評価に係る繰延税金負債 1,495 1,495

退職給付引当金 926 831

事業整理損失引当金 380 524

債務保証損失引当金 31 51

負ののれん 0 0

長期リース資産減損勘定 － 155

資産除去債務 85 －

その他 492 489

固定負債合計 10,493 10,002

負債合計 49,189 58,181

純資産の部   

株主資本   

資本金 7,584 7,584

資本剰余金 6,902 6,902

利益剰余金 3,696 4,264

自己株式 △876 △875

株主資本合計 17,307 17,875

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 73 83

土地再評価差額金 152 148

評価・換算差額等合計 225 232

少数株主持分 288 244

純資産合計 17,821 18,353

負債純資産合計 67,010 76,534
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(2) 四半期連結損益計算書 
【第３四半期連結累計期間】 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

売上高 52,307 53,717

売上原価 45,299 48,774

売上総利益 7,008 4,942

販売費及び一般管理費 4,728 4,779

営業利益 2,279 163

営業外収益   

受取利息 26 23

受取配当金 19 21

負ののれん償却額 122 0

持分法による投資利益 5 3

その他 90 79

営業外収益合計 264 128

営業外費用   

支払利息 339 244

金融手数料  95

その他 175 47

営業外費用合計 514 387

経常利益又は経常損失（△） 2,029 △95

特別利益   

固定資産売却益 9 15

債務保証損失引当金戻入額 21 19

貸倒引当金戻入額 － 124

その他 11 29

特別利益合計 42 188

特別損失   

固定資産売却損 20 2

固定資産除却損 12 24

投資有価証券評価損 1 －

貸倒引当金繰入額 173 －

損害補償金 60 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 65

その他 9 5

特別損失合計 277 98

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

1,793 △5

法人税、住民税及び事業税 918 278

法人税等合計 918 278

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △283

少数株主利益 80 37

四半期純利益又は四半期純損失（△） 795 △321
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△）

1,793 △5

減価償却費 933 894

負ののれん償却額 △122 △0

のれん償却額 27 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） 56 △206

工事損失引当金の増減額（△は減少） 72 228

債務保証損失引当金の増減額（△は減少） △21 △19

退職給付引当金の増減額（△は減少） 171 95

有形固定資産除却損 12 24

投資有価証券評価損益（△は益） 1 －

受取利息及び受取配当金 △45 △45

支払利息 339 244

持分法による投資損益（△は益） △5 △3

有形固定資産売却損益（△は益） 11 △12

投資有価証券売却損益（△は益） △0 △5

売上債権の増減額（△は増加） 14,921 16,137

未成工事支出金の増減額（△は増加） △15,034 △8,425

たな卸資産の増減額（△は増加） △106 △308

仕入債務の増減額（△は減少） △3,959 △9,090

未払消費税等の増減額（△は減少） △697 △929

未成工事受入金の増減額（△は減少） 8,722 3,694

その他 333 19

小計 7,403 2,287

利息及び配当金の受取額 45 45

利息の支払額 △307 △224

法人税等の支払額 △195 △1,830

営業活動によるキャッシュ・フロー 6,946 278

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △597 △864

有形固定資産の売却による収入 91 61

投資有価証券の取得による支出 △3 △2

投資有価証券の売却による収入 5 5

子会社株式の取得による支出 △20 －

貸付けによる支出 △388 △405

貸付金の回収による収入 435 427

その他 △46 △2

投資活動によるキャッシュ・フロー △523 △780
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △4,415 △1,936

長期借入れによる収入 2,900 2,830

長期借入金の返済による支出 △1,815 △1,925

社債の発行による収入 800 292

社債の償還による支出 △17 △278

自己株式の売却による収入 40 －

自己株式の取得による支出 △1 △0

配当金の支払額 △145 △242

その他 △10 △28

財務活動によるキャッシュ・フロー △2,664 △1,290

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 3,758 △1,792

現金及び現金同等物の期首残高 7,546 10,324

現金及び現金同等物の四半期末残高 11,305 8,531
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該当事項はありません。 

  

【事業の種類別セグメント情報】 

 前第３四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日） 

 
 （注）１ 事業の区分の方法 

      日本標準産業分類及び内部管理上採用している区分を勘案しております。 

    ２ 各事業区分に属する内容 

      建設事業……………………舗装、土木その他建設工事全般に関する事項 

      製造販売・環境事業等……アスファルト合材・アスファルト乳剤・その他建設用材料の製造販売・ 

                  環境事業等の事業 

    ３ (会計処理基準等の変更） 

      当第１四半期連結会計期間から「工事契約に関する会計基準」を適用しております。 

      この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べて、当第３四半期連結会計期間の建設事業の売上 

      高が956百万円増加し、営業利益が8百万円増加しております。 

  

【所在地別セグメント情報】 

 前第３四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日） 

  在外子会社及び重要な在外支店がないため、記載を省略しております。 

  

【海外売上高】 

 前第３四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日） 

  海外売上高がないため、記載を省略しております。 

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

建設事業
(百万円)

製造販売・
環境事業等 
(百万円)

計
(百万円)

消去又は全社 
(百万円)

連結 
(百万円)

売上高

 (1) 外部顧客に 
   対する売上高

28,101 24,206 52,307 ― 52,307

 (2) セグメント間の内部 
   売上高又は振替高

38 553 591 (591) ―

計 28,139 24,759 52,899 (591) 52,307

営業利益 371 2,901 3,273 (994) 2,279
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【セグメント情報】 

（追加情報） 

当第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17

号 平成21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基

準適用指針第20号 平成20年３月21日）を適用しております。 

  

１．報告セグメントの概要 

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能

であり、取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象と

なっているものであります。 

当社グループは、舗装、土木その他建設工事、建設物の解体工事を行う「建設事業」とアスファル

ト合材、アスファルト乳剤、その他建設用材料の製造販売及び建設廃棄物の中間処理、汚染土壌の調

査・浄化処理等を行う「製造販売・環境事業等」で事業活動を展開しております。 

従って、当社グループは「建設事業」及び「製造販売・環境事業等」の２つを報告セグメントとし

ております。 

  

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第３四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年12月31日） 

 
  

(単位：百万円)

報告セグメント

建設事業
製造販売・
環境事業等

計

売上高

  外部顧客への売上高 29,430 24,286 53,717

  セグメント間の内部売上高 
  又は振替高

42 566 609

計 29,473 24,852 54,326

セグメント利益又は損失(△) △797 1,966 1,169
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３．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期損益計算書計上額との差額及び当該 

  差額の主な内容（差異調整に関する事項） 

 
 （注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

  

４．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又のれん等に関する情報 

 該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

(単位：百万円)

損失 金額

報告セグメント計 1,169

セグメント間取引消去 △6

全社費用(注) △999

四半期連結損益計算書の営業利益 163

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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4. 補足情報

(1) 事業別受注・売上・次期繰越高

区  分

前第３四半期連結累計期間 当第３四半期連結累計期間

平成21年４月１日 平成22年４月１日

平成21年12月31日 平成22年12月31日

金額 構成比 金額 構成比

（百万円） （％） （百万円） （％）

前 
期 
繰 
越 
高

建設事業

舗装工事 20,093 80.1 16,179 75.2

土木工事 4,994 19.9 5,323 24.8

計 25,088 100.0 21,502 100.0

製造販売・環境事業等 ― ― ― ―

合  計 25,088 100.0 21,502 100.0

受 
注 
高

建設事業

舗装工事 37,395 54.6 37,510 55.2

土木工事 6,924 10.1 6,212 9.1

計 44,320 64.7 43,723 64.3

製造販売・環境事業等 24,206 35.3 24,286 35.7

合  計 68,526 100.0 68,009 100.0

売 
上 
高

建設事業

舗装工事 24,054 46.0 24,549 45.7

土木工事 4,047 7.7 4,880 9.1

計 28,101 53.7 29,430 54.8

製造販売・環境事業等 24,206 46.3 24,286 45.2

合  計 52,307 100.0 53,717 100.0

次 
期 
繰 
越 
高

建設事業

舗装工事 33,434 80.9 29,140 81.5

土木工事 7,872 19.1 6,654 18.5

計 41,306 100.0 35,794 100.0

製造販売・環境事業等 ― ― ― ―

合  計 41,306 100.0 35,794 100.0

東亜道路工業㈱（1882）平成23年３月期 第3四半期決算短信

- 14 -




